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現
在
の
状
況
と
今
後
の
利
活
用
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

時
期
は
未
定
だ
が
、
解
体
の
方
針
で
決
定
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
市
と
し
て
は
具
体
的
な

計
画
は
策
定
し
て
い
な
い
が
、
民
間
の
事
業
者
が

地
域
住
民
の
理
解
の
も
と
で
事
業
を
実
施
さ
れ
、

人
が
に
ぎ
わ
う
ま
ち
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
堀
町
縦
線
（
通
称
水
頭
通
り
）
に
つ
い
て
は

事
業
が
確
定
す
れ
ば
、
十
分
対
応
し
、
可
能
な
限

り
、
支
援
を
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

補
助
金
を
出
す
対
象
工
事
を
市
内
業
者
に
限

定
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
、
法
人
経
営
の
ア
パ
ー

ト
に
も
補
助
金
を
出
せ
な
い
の
か
。

　
　

現
時
点
で
は
市
内
業
者
に
限
る
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。
法
人
経
営
の
ア
パ
ー
ト
に
補

助
を
出
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
の
で
、
前
向
き

に
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　

七
月
か
ら
全
量
買
い
取
り
制
度
が
始
ま
り
、

自
治
体
独
自
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
取
り
組
み

始
め
て
い
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

　
　

本
市
の
日
照
量
が
多
い
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
が
、
採
算
が
取
れ
る
か
ど
う
か
が
課
題
で
あ

る
。
投
資
効
果
が
あ
る
の
か
よ
く
見
き
わ
め
て
、

基
本
的
に
は
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　

大
手
広
場
地
中
に
あ
る
都
市
下
水
路
や
Ｎ
Ｔ

Ｔ
電
線
を
避
け
て
、
旧
庁
舎
西
側
を
一
部
解
体

し
、
噴
水
前
の
市
道
を
ま
た
い
で
芝
生
公
園
に
凹

型
に
建
設
す
る
こ
と
で
、
一
回
の
引
越
し
、
屋
内

バ
ス
停
の
設
置
、
大
駐
車
場
の
確
保
が
可
能
に
な

る
と
思
う
が
、
県
道
の
つ
け
か
え
が
必
要
に
な

る
。
こ
の
提
案
に
対
す
る
市
長
の
考
え
は
。

　
　

技
術
的
な
知
恵
を
駆
使
し
て
の
案
だ
と
思
う

が
、
ど
こ
ま
で
可
能
か
、
都
市
下
水
路
の
問
題
が

や
は
り
気
に
な
る
。
ま
た
、
県
道
を
北
方
向
に
ク

ラ
ン
ク
さ
せ
た
場
合
に
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
の

も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
提
案
に
つ
い
て
は
ひ
と

つ
の
考
え
方
と
し
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
設
計
の
中
で

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　

◇
企
業
立
地
促
進
条
例
に
つ
い
て

QQ AA

QQ AA

議員

市
庁
舎
建
設
場
所
に
つ
い
て

ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
つ
い
て

　
中
堀
町
エ
レ
ナ
跡
地
の
利

活
用
に
つ
い
て

実践クラブ

生田　忠照

委 員 会 活 動 委 員 会 活 動 委 員 会 活 動 
　６月１４日の本会議で付託された議案について、総務委員会
（６月１５日、２０日）、産業建設委員会（６月１９日）、教育厚生
委員会（６月１８日）、予算審査特別委員会（６月２０日）を開き
審査しましたので、概要をお知らせします。

総
務
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
議
案
四
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

○
第
二
十
四
号
議
案　

島
原
市
暴
力
団
排
除
条
例

　

長
崎
県
が
暴
力
団
排
除
条
例
を
制
定
し
、
暴
力

団
排
除
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
こ
と
に
か

ん
が
み
、
本
市
に
お
い
て
も
、
暴
力
団
排
除
の
気

運
を
高
め
る
と
と
も
に
、
暴
力
団
の
排
除
に
向

け
、
市
、
市
民
、
事
業
者
等
が
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

﹇
質
疑
﹈
暴
力
団
排
除
に
向
け
て
、
市
と
し
て
対

　
　

応
す
る
組
織
等
は
つ
く
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
本
条
例
が
制
定
さ
れ
た
後
に
、
暴
力
団

　
　

排
除
対
策
に
関
す
る
協
定
書
を
警
察
と
結
ぶ

　
　

こ
と
に
し
て
い
る
。
窓
口
と
し
て
は
生
活
安

　
　

全
グ
ル
ー
プ
と
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
を
考
え

　
　

て
い
る
。
具
体
的
な
内
容
を
検
討
す
る
た
め

　
　

に
各
部
の
窓
口
担
当
者
、
指
定
管
理
者
が
管

　
　

理
し
て
い
る
体
育
施
設
や
文
化
会
館
、
公
民

　
　

館
等
の
担
当
者
に
対
し
、
県
警
を
招
い
て
の

　
　

研
修
会
等
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
条
例
の
制
定
義
務
の
有
無
、
制
定

後
に
警
察
署
と
結
ぶ
協
定
書
に
つ
い
て
等
の
質
疑

が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。



○
第
二
十
五
号
議
案
　
島
原
市
交
通
災
害
共
済
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
外
国
人
登
録
法
の
廃
止
及
び
住
民
基
本
台
帳
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
図
る
た

め
、
こ
の
条
例
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

﹇
質
疑
﹈
外
国
人
登
録
法
の
廃
止
に
伴
い
、
外
国

　
　
人
登
録
原
票
が
な
く
な
り
住
民
基
本
台
帳
を

　
　
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
。

﹇
答
弁
﹈
従
来
、
外
国
人
が
日
本
に
居
住
す
る
場

　
　
合
は
、
入
国
の
際
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
出
し

　
　
て
在
留
期
間
、
在
留
資
格
等
の
許
可
を
得
て

　
　
入
国
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
今

　
　
回
の
改
正
に
よ
り
、
入
国
す
る
際
に
、
一
定

　
　
の
条
件
に
見
合
っ
た
外
国
人
は
、
在
留
カ
ー

　
　
ド
の
交
付
を
受
け
、
住
民
基
本
台
帳
に
日
本

　
　
人
と
同
じ
よ
う
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
今
後
は
、
こ
の
在
留
カ
ー
ド
に
よ
り
、
入
国

　
　
管
理
局
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
で
情
報
を
や

　
　
り
取
り
す
る
シ
ス
テ
ム
に
変
わ
る
。
一
定
の

　
　
条
件
と
は
、
三
カ
月
を
超
え
る
滞
在
を
予
定

　
　
し
て
い
る
外
国
人
。
特
別
永
住
権
を
持
っ
て

　
　
い
る
外
国
人
。
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

　
　
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
難
民
の
認
定
を
受
け

　
　
た
外
国
人
。
日
本
で
外
国
国
籍
の
方
が
生
ま

　
　
れ
た
場
合
。
こ
の
四
つ
の
場
合
が
、
住
民
票

　
　
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
外
国
人
の
異
動
先
の
住
所
の
確
認

方
法
等
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。
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教
育
厚
生
委
員
会

 

産
業
建
設
委
員
会

○
第
二
十
六
号
議
案
　
島
原
市
印
鑑
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
外
国
人
登
録
法
の
廃
止
及
び
住
民
基
本
台
帳
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
図
る
た

め
、
こ
の
条
例
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

﹇
質
疑
﹈
印
鑑
登
録
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、

　
　
条
例
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法

　
　
律
が
あ
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
事
務
に

　
　
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
地
方

　
　
公
共
団
体
の
自
治
事
務
と
し
て
行
っ
て
お
り
、

　
　
印
鑑
登
録
法
と
い
う
よ
う
な
法
律
は
な
い
。

　
　
国
と
し
て
は
、
準
則
を
示
し
て
各
地
方
公
共

　
　
団
体
の
取
り
扱
い
が
均
一
に
な
る
よ
う
に
し

　
　
て
い
る
。
今
回
は
準
則
の
変
更
に
よ
る
も
の

　
　
で
あ
る
。

　
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

○
第
二
十
七
号
議
案
　
島
原
市
有
明
町
墓
地
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　
外
国
人
登
録
法
の
廃
止
及
び
住
民
基
本
台
帳
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
図
る
た

め
、
こ
の
条
例
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。
　

　
産
業
建
設
委
員
会
は
、
今
期
定
例
会
で
の
付
託

案
件
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
委
員
会
を
開
催

し
、
島
原
市
第
四
次
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
と

行
政
視
察
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
　

　
そ
の
後
、
所
管
事
項
の
現
地
調
査
と
し
て
、
島

原
漁
協
が
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
活
用
し
て
試
験

養
殖
を
行
っ
て
い
る
「
ジ
オ
ア
ワ
ビ
」
の
生
育
状

況
に
つ
い
て
、
新
田
町
の
陸
上
養
殖
場
を
訪
問
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
建
設
中
の
島
原
市
体

育
館
弓
道
場
（
仮
称
）
と
島
原
第
三
小
学
校
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
、
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
付
託
さ
れ
た
議
案
一
件
と
請
願
二
件
を
審
査
し

ま
し
た
。

○
第
二
十
八
号
議
案
　
島
原
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
外
国
人
登
録
法
の
廃
止
及
び
住
民
基
本
台
帳
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
図
る
た

め
、
こ
の
条
例
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

﹇
質
疑
﹈
ど
の
よ
う
な
改
正
内
容
な
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
外
国
人
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　
　
の
対
象
は
、
こ
れ
ま
で
は
外
国
人
登
録
法
の

　
　
規
定
に
よ
り
登
録
さ
れ
、
一
年
以
上
滞
在
し

　
　
て
い
る
人
が
対
象
だ
っ
た
が
、
今
回
の
改
正

　
　
に
よ
り
、
三
カ
月
を
超
え
る
滞
在
期
間
の
外

　
　
国
人
が
対
象
と
な
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
対
象
者
数
の
増
減
等
に
つ
い
て
質

疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
請
願
第
一
号
　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教

育
を
守
る
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
要
請
に
つ
い
て
の
請
願

　
義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
率
を
二
分
の
一
に
復

元
す
る
こ
と
を
含
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
を
求
め
る
内
容
の
意
見
書
を
国
に
提
出

願
い
た
い
と
い
う
も
の
。

▲「ジオアワビ」について説明を受ける委員
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﹇
質
疑
﹈
こ
の
請
願
を
出
す
効
果
は
あ
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
毎
年
請
願
を
出
す
こ
と
に
よ
り
、
制
度

　
　
改
正
の
運
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
国
庫
負
担
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

理
由
等
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
採
択
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
請
願
第
二
号
　
教
育
予
算
を
拡
充
し
、
三
十
人

以
下
学
級
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
要
請

に
つ
い
て
の
請
願

　
教
育
予
算
を
拡
充
し
、
標
準
定
数
法
の
改
正
に

よ
り
、
三
十
人
以
下
学
級
の
実
現
を
求
め
る
内
容

の
意
見
書
を
国
に
提
出
願
い
た
い
と
い
う
も
の
。

﹇
質
疑
﹈
島
原
市
の
小
学
校
で
は
三
十
人
以
下
学

　
　
級
は
実
現
し
て
い
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
毎
年
変
わ
る
が
、
昨
年
で
は
約
五
割
以

　
　
上
は
実
現
し
て
い
る
が
、
第
三
小
学
校
は
実

　
　
現
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
ク
ラ
ス
編
成
の
基
準
等
に
つ
い
て

質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
採
択
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
付
託
さ
れ
た
議
案
一
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

○
第
二
十
九
号
議
案
　
平
成
二
十
四
年
度
島
原
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
四
百
五
十
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
二

百
十
六
億
三
千
六
百
五
十
万
円
と
す
る
。

﹇
質
疑
﹈
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
業

　
　
補
助
金
に
つ
い
て
、
市
で
も
リ
フ
ォ
ー
ム
補

　
　
助
制
度
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
重
複
は
し
な
い

　
　
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
今
回
の
事
業
は
空
き
家
を
活
用
し
た
定

　
　
住
促
進
を
検
討
す
る
経
費
の
部
分
で
あ
り
、

　
　
先
進
地
の
調
査
、
今
後
の
具
体
的
な
計
画
作

　
　
成
な
ど
の
経
費
、
そ
れ
に
必
要
な
情
報
機
器

　
　
関
係
の
経
費
が
中
心
で
あ
り
、
直
接
的
な
リ

　
　
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
経
費
で
は
な
い
。

﹇
質
疑
﹈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、

　
　
今
回
採
択
さ
れ
た
「
島
原
鵜
川
会
」
は
初
め

　
　
て
の
助
成
に
な
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
今
回
が
初
め
て
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
空
き
家
の
安
全
対
策
、
調
査
結
果

の
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
の
質
疑
が
な
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

第
一
回
島
原
半
島
市
議
会
議
員
合
同
研
修
会
を
開
催

　
去
る
七
月
五
日
、ホ
テ
ル
南
風
楼
に
お
い
て「
第
一
回
島
原
半
島
市
議
会
議
員
合
同
研
修

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
合
同
研
修
会
は
、島
原
半
島
と
い
う
地
理
的
に
不
利
な
条
件
や
諸
問
題
を
克
服

し
、発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、市
民
を
代
表
す
る
半
島
三
市
の
議
員
が
情
報
を
共
有
し
、

協
働
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
の
三
市
議
会
の
共
通
認
識
を
得
て
、今
回
初
め
て
島
原
市
で

開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
研
修
会
に
は
半
島
三
市
の
市
議
会
議
員
四
十
九
名
が
参
加
し
、第
一
回
と
な
る
今
回
は

「
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
に
対
す
る
取
り
組
み
」を
テ
ー
マ
に
、第
五
回
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ

ス
コ
会
議
の
成
果
、ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
用
に
お
け
る
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、ジ
オ
パ
ー
ク
事
務

局
の
説
明
に
よ
り
研
修
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、三
市
議
会
の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、充
実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、研
修
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
意
見
交
換
会
で
は
、三
市
議
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
現

状
や
問
題
点
な
ど
、活
発
に
意
見
交
換
を
行
い
、大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
を
今
後
の
議
員
活
動
に
生
か
し
、郷
土
発
展
の
た
め
、各
種
政
策
の
提

言
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲ジオパークと地域振興についての説明

▲研修会のようす

予
算
審
査
特
別
委
員
会


